（様式７）


	採用年度
	平成２５年度

	種別
	国際戦略型


　　　　　　　　　　　先端研究拠点事業
平成２６年度　事業実績報告書（25年度採用課題用）
平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　
	採用番号
	

	領域
	

	分科
	

	細目
	

	分科細目コード
	

	研究交流課題名（和文）
	

	研究交流課題名（英文）
	

	採用期間
	平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日　（　　ヶ月）


《実施組織体制》

日本側

	拠点機関名
	

	実施組織代表者（所属・職・氏名）
	

	コーディネーター（所属・職・氏名）
	

	協力機関数
	

	参加者数
	


相手国１

	国名
	

	拠点機関名
	

	コーディネーター（所属・職・氏名）
	

	協力機関数
	

	参加者数
	


　　　　※交流相手国が多数の場合、適宜、枠を追加して記入すること。

１．交流目標の達成（見込）状況
　目標の達成（見込）状況を、A～Eのそれぞれの観点から、ポイントを絞って記載すること。
　　A学術的な成果　B持続的な協力関係の基盤構築　C若手研究者育成における成果　
D国際的学術情報の収集整備　E事業の波及効果

 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



２．実施状況
　①研究交流計画実施にあたる実施体制

　　国内外の拠点機関及び協力機関の間の、協力連携の状況 

日本側拠点機関における研究交流課題への取り組み（事務支援体制等の観点より）

　②共同研究

　　年度当初の交流計画をふまえ、共同研究を実施するにあたっての枠組み、活動内容、得られた成果等
　　　（国内外の拠点機関・協力機関との連携状況も、考慮すること）


③セミナー

　　・研究交流計画におけるセミナーの位置づけを、他の交流形態と関連させつつ述べること
　　　・交流目標達成に向け、セミナーが果たした貢献を、具体的に述べること

　　　　　※具体的な実施状況及び成果については、別紙２にて作成のこと


④研究者交流

　　　・研究交流計画における研究者交流の位置づけを、他の交流形態と関連させつつ述べること

　　　・交流目標達成に向け、研究者交流が果たした貢献を、具体的に述べること

　　　
３．経費の執行状況
事業実施状況との関連（研究者の交流数や、セミナー等会合の開催状況などと、経費の関連を、具体的に示すこと）
【参考】
相手国側との経費分担の状況（※様式３（四半期交流状況報告書）に記載の相手国側マッチングファンドにより来日した人数についても触れること）

４．今年度の問題点・反省点

　　（事業全体の実施体制上において、課題、問題となったものや、反省点等があれば示すこと）
５．次年度以降の展望

　　計画目標の達成に向けた課題等
 平成２６年度事業計画における達成目標















































 平成２６年度事業計画の達成状況 　※成果の公表状況は、別紙１「論文リスト」にて作成のこと。		
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